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(57)【要約】
　パーソナルケア組成物にとって有用な組成物及び方法が提供される。本組成物は、（ａ
）カチオン性ポリマーであって、（ｉ）３０～８０重量％のカチオン性モノマー、（ｉｉ
）１０～６５重量％の（メタ）アクリルアミドモノマー、及び（ｉｉｉ）０～３０重量％
のアクリルモノマーの極性非イオン性誘導体、に由来する重合単位を含むカチオン性ポリ
マーと、（ｂ）シリコーンと、を含む。また、髪を該組成物で処理する方法が提供される
。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）カチオン性ポリマーであって、
　　（ｉ）３０～８０重量％のカチオン性モノマー、
　　（ｉｉ）１０～６５重量％の（メタ）アクリルアミドモノマー、及び
　　（ｉｉｉ）０～３０重量％のアクリルモノマーの極性非イオン性誘導体、
　に由来する重合単位を含む、カチオン性ポリマーと、
　（ｂ）シリコーンと、
　を含む、パーソナルケア組成物。
【請求項２】
　前記アクリルモノマーの極性非イオン性誘導体は、２～３０重量％の量で存在する、請
求項１に記載のパーソナルケア組成物。
【請求項３】
　前記パーソナルケア組成物は、シャンプー、リンスオフコンディショナー、またはボデ
ィウォッシュである、請求項１に記載のパーソナルケア組成物。
【請求項４】
　前記カチオン性モノマーは、第４級アンモニウム塩を含む、請求項１に記載のパーソナ
ルケア組成物。
【請求項５】
　前記第４級アンモニウム塩は、ジアリルジメチルアンモニウムクロライド（ＤＡＤＭＡ
Ｃ）、［２－（アクリロイルオキシ）エチル］トリメチルアンモニウムクロライド（ＡＥ
ＴＡＣ）、［２－（メタクリロイルオキシ）エチル］トリメチルアンモニウムクロライド
（ＱＭＡ－Ｃｌ）、（３－アクリルアミドプロピル）トリメチルアンモニウムクロライド
（ＡＰＴＡＣ）、及び（３－メタクリルアミドプロピル）トリメチルアンモニウムクロラ
イド（ＭＡＰＴＡＣ）のうちの少なくとも１つを含む、請求項３に記載のパーソナルケア
組成物。
【請求項６】
　前記アクリルモノマーの極性非イオン性誘導体は、２－（ジメチルアミノ）エチルアク
リレート、２－（ジメチルアミノ）エチルメタクリレート、及び３－（ジメチルアミノ）
プロピルアクリレートのうちの少なくとも１つを含む、アルキル（メタ）アクリレートま
たはアクリルアミドのうちの少なくとも１つを含む、請求項２に記載のパーソナルケア組
成物。
【請求項７】
　前記カチオン性ポリマーは、前記組成物の重量で、０．０５～１０重量％の範囲で存在
する、請求項１に記載のパーソナルケア組成物。
【請求項８】
　髪を処理するための方法であって、
　（ａ）カチオン性ポリマーであり、
　　（ｉ）３０～８０重量％のカチオン性モノマー、
　　（ｉｉ）１０～６５重量％の（メタ）アクリルアミドモノマー、及び
　　（ｉｉｉ）０～３０重量％のアクリルモノマーの極性非イオン性誘導体、
　に由来する重合単位を含む、カチオン性ポリマーと、
　（ｂ）シリコーンと、
　を含むパーソナルケア組成物に髪を接触させることを含む、方法。
【請求項９】
　前記アクリルモノマーの極性非イオン性誘導体は、２～３０重量％の量で存在する、請
求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記パーソナルケア組成物は、シャンプーである、請求項８に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、カチオン性ポリマー、及びパーソナルケア組成物におけるそれらの
使用に関する。カチオン性ポリマーは、重合単位として、カチオン性モノマー、（メタ）
アクリルアミドモノマー、及びアクリルモノマーの極性非イオン性誘導体を含有する。
【背景技術】
【０００２】
　髪のコンディショニングは、パーソナルケア組成物、特に、コンディショナー、シャン
プー、及びボディウォッシュにおいて最も望ましい特質の１つである。コンディショニン
グ剤が使用されないと、髪は、しばしば、シャンプー中及び後に扱いづらくなる。同様に
、洗浄、コンディショニング、及び髪の管理容易性を高めることができるシャンプーの必
要性が存在する。この目的のために、シリコーンがシャンプーに添加される。
【０００３】
　シリコーンとカチオン性ポリマーの組み合わせが使用されてきている。例えば、ＰＣＴ
国際公開第ＷＯ２０００／３７０４１号は、水溶性、有機、両性ポリマー、及び水溶性、
有機、カチオン性ポリマーを含有するケラチンコンディショニング製剤を開示する。しか
しながら、従来の技術は、髪を、シャンプー適用後に清潔で油っぽくない外見に維持する
と同時に最適なコンディショニング特性を実現するに至らない。
【０００４】
　その結果として、シリコーン及び他の活性剤の、髪の上での向上した均一堆積を提供し
、同時に、向上した管理容易性も提供する、新規の費用効率が高い高性能のコンディショ
ニング剤を開発するための継続的な必要性が存在する。
発明の陳述
【０００５】
　本発明の一態様は、（ａ）カチオン性ポリマーであって、（ｉ）３０～８０重量％のカ
チオン性モノマー、（ｉｉ）１０～６５重量％の（メタ）アクリルアミドモノマー、及び
（ｉｉｉ）０～３０重量％のアクリルモノマーの極性非イオン性誘導体に由来する重合単
位を含むカチオン性ポリマーと、（ｂ）シリコーンと、を含むパーソナルケア組成物を提
供する。ある実施形態では、本パーソナルケア組成物は、２～３０重量％の量でアクリル
モノマーの極性非イオン性誘導体を含む。ある実施形態では、本パーソナルケア組成物は
、シャンプー、リンスオフコンディショナー、またはボディウォッシュである。
【０００６】
　別の態様では、本発明は、髪を処理するための方法を提供し、本方法は、（ａ）カチオ
ン性ポリマーであって、（ｉ）３０～８０重量％のカチオン性モノマー、（ｉｉ）１０～
６５重量％の（メタ）アクリルアミドモノマー、及び（ｉｉｉ）０～３０重量％のアクリ
ルモノマーの極性非イオン性誘導体に由来する重合単位を含むカチオン性ポリマーと、（
ｂ）シリコーンと、を含むパーソナルケア組成物に髪を接触させることを含む。ある実施
形態では、パーソナルケア組成物は、２～３０重量％の量でアクリルモノマーの極性非イ
オン性誘導体を含む。ある実施形態では、パーソナルケア組成物は、シャンプーである。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明のコンディショニング剤を含有するシャンプー製剤、及び比較のコンディ
ショニング剤を含有するシャンプー製剤で洗浄した後の髪の上でのシリコーン堆積を示す
。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明者らはここで、驚くことに、重合単位として、カチオン性モノマー、アクリルア
ミドモノマー、及びアクリルモノマーの極性非イオン性誘導体を含有するカチオン性ポリ
マーを含有するパーソナルケア組成物が、シリコーン及び他の活性剤の、髪の上での向上
した均一堆積を提供し、同時に、向上した管理容易性も提供することを見出した。その結
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果、ある好ましい実施形態では、本発明は、一態様において、（ａ）カチオン性ポリマー
であって、（ｉ）３０～８０重量％のカチオン性モノマー、（ｉｉ）１０～６５重量％の
（メタ）アクリルアミドモノマー、及び（ｉｉｉ）０～３０重量％のアクリルモノマーの
極性非イオン性誘導体に由来する重合単位を含有するカチオン性ポリマーと、（ｂ）シリ
コーンとを含む、パーソナルケア組成物を提供する。
【０００９】
　本発明では、「パーソナルケア」は、例えば、ボディウォッシュ及びクレンザー、なら
びにローション、クリーム、ジェル、ジェルクリーム、美容液、化粧液、ワイプ、リキッ
ドファンデーション、メイクアップ用品、色付き保湿剤、オイル、顔用／体用スプレー、
局所薬品、及び日焼け止め等の皮膚へのリーブオン適用を含む、皮膚への適用のための美
容用及びスキンケア組成物を指すことを意図する。本発明ではまた、「パーソナルケア」
は、例えば、シャンプー、リンスオフコンディショナー、リーブオンコンディショナー、
整髪ジェル、ヘアスプレー、ムース、ポマード、髪用トリートメント製剤、及びコームク
リームを含むヘアケア組成物を指すことを意図する。好ましくは、パーソナルケア組成物
は、美容的に許容される。本明細書で使用される場合、「美容的に許容される」とは、典
型的に、パーソナルケア組成物で使用される成分を指し、パーソナルケア組成物において
典型的に見られる量で存在する場合に有毒である材料が、本発明の一部として考慮されな
いことを明確に示すことを意図する。本発明のパーソナルケア組成物は、当技術分野で周
知のプロセスによって、例えば、従来の混合、溶解、造粒、乳化、カプセル化、封入、ま
たは凍結プロセスを用いて製造されてもよい。
【００１０】
　本明細書で使用される場合、用語「ポリマー」は、同じまたは異なる型にかかわらず、
重合モノマーによって調製されるポリマー化合物を指す。一般名称「ポリマー」は、用語
「ホモポリマー」、「コポリマー」、及び「ターポリマー」を含む。本明細書で使用され
る場合、用語「に由来する重合単位」は、重合技術に従って合成されるポリマー分子を指
し、製品ポリマーは、重合反応のための出発物質である構成モノマー「に由来する重合単
位」を含有する。
【００１１】
　本明細書で使用される場合、用語「（メタ）アクリレート」は、アクリレートまたはメ
タクリレートのいずれかを指し、用語「（メタ）アクリル」は、アクリルまたはメタクリ
ルのいずれかを指す。
【００１２】
　本発明の組成物は、カチオン性モノマーに由来する重合単位を含有するカチオン性ポリ
マーを含む。カチオン性モノマーは、重合単位を形成する化合物であり、少なくとも１つ
のカチオンが、ポリマーに共有結合している。共有結合しているカチオンに対応するアニ
オンは、溶液中、ポリマー上の他の場所に位置する、カチオンを有する錯体の中、または
それらの組み合わせであってもよい。適切なカチオン性モノマーのカチオンに対応するア
ニオンは、任意の型のアニオンであってもよい。いくつかの適切なアニオンは、例えば、
ハロゲン化物イオン（例えば、塩化物、臭化物、またはヨウ化物を含む）、水酸化物イオ
ン、リン酸イオン、硫酸イオン、硫酸水素イオン、エチル硫酸イオン、メチル硫酸イオン
、ギ酸イオン、酢酸イオン、またはそれらの任意の混合物である。
【００１３】
　ある実施形態では、本発明で有用なカチオン性モノマーは、例えば、第４級アンモニウ
ム塩等の永久にカチオン型であるカチオンを含有する。カチオン性モノマーとして適切な
第４級アンモニウム塩化合物は、例えば、（メタ）アクリルアミドアルキルトリアルキル
アンモニウム及び［（メタ）アクリロイルオキシ］アルキルトリアルキルアンモニウム第
４級化合物、ならびにジアリルジアルキルアンモニウム第４級化合物、ならびにそれらの
混合物を含む。
【００１４】
　（メタ）アクリルアミドアルキルトリアルキルアンモニウム及び（メタ）アクリロイル
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【００１５】
【化１】

【００１６】
　式中、Ｒ１は、（メタ）アクリルアミド基であり、それは、以下の一般構造を有し、
【００１７】

【化２】

【００１８】
　または（メタ）アクリロイルオキシ基であり、それは、以下の一般構造を有し、
【００１９】
【化３】

【００２０】
　式中、Ｒ６は、水素またはメチル基のいずれかであり、Ｒ２は、二価アルキル基であり
、Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５のそれぞれは独立して、メチルエチルまたはブチル基であり、Ｘ
（ｎ－）は、ｎが１、２、または３であるアニオン、例えば、適切なカチオン性モノマー
のカチオンに対応する適切なアニオンとして本明細書に上述されるアニオンのいずれかで
ある。ある実施形態では、Ｒ６は水素である。ある実施形態では、Ｒ２は、－ＣＨ２－Ｃ
Ｈ２－ＣＨ２－である。独立して、いくつかの実施形態では、Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５のう
ちの１つ、２つ、または３つすべてが、メチル基である。独立して、いくつかの実施形態
では、Ｘ（ｎ－）は、クロライドイオンである。
【００２１】
　ジアリルジアルキルアンモニウム第４級化合物は、以下の一般構造を有し、
【００２２】
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【化４】

【００２３】
　式中、それぞれのＲ１は、アリル基であり、Ｒ２及びＲ３のそれぞれは独立して、１～
３炭素原子を有するアルキル基であり、Ｘ（ｎ－）は、ｎが１、２、または３であるアニ
オン、例えば、適切なカチオン性モノマーのカチオンに対応する適切なアニオンとして本
明細書に上述されるアニオンのいずれかである。いくつかの実施形態では、Ｒ８及びＲ９

のそれぞれは、メチル基である。独立して、いくつかの実施形態では、Ｘ（ｎ－）は、ク
ロライドイオンである。ある実施形態では、ジアリルジアルキルアンモニウム第４級モノ
マーは、５員環である重合単位を形成する。
【００２４】
　ある好ましい実施形態では、カチオン性モノマーは、ジアリルジメチルアンモニウムク
ロライド（ＤＡＤＭＡＣ）、［２－（アクリロイルオキシ）エチル］トリメチルアンモニ
ウムクロライド（ＡＥＴＡＣ）、［２－（メタクリロイルオキシ）エチル］トリメチルア
ンモニウムクロライド（ＱＭＡ－Ｃｌ）、（３－アクリルアミドプロピル）トリメチルア
ンモニウムクロライド（ＡＰＴＡＣ）、及び（３－メタクリルアミドプロピル）トリメチ
ルアンモニウムクロライド（ＭＡＰＴＡＣ）のうちの少なくとも１つを含む。ある実施形
態では、本発明のカチオン性ポリマーは、ポリマーの重量で、少なくとも３０重量％、好
ましくは少なくとも３５重量％、より好ましくは少なくとも４０重量％、及びさらにより
好ましくは少なくとも４５重量％の量で存在するカチオン性モノマーに由来する重合単位
を含む。ある実施形態では、本発明のカチオン性ポリマーは、ポリマーの重量で、８０重
量％以下、好ましくは７５重量％以下、より好ましくは７０重量％以下、さらにより好ま
しくは６５重量％以下の量でカチオン性モノマーを含む。
【００２５】
　本発明のカチオン性ポリマーは、（メタ）アクリルアミドモノマーの重合単位、及びそ
れらの誘導体を含む。（メタ）アクリルアミド化合物は、以下の一般構造を有し、
【００２６】

【化５】

【００２７】
　式中、Ｒ１は、水素またはメチル基であり、Ｒ２及びＲ３のそれぞれは独立して、水素
、または１～１８炭素原子を有する直鎖、分岐、もしくは環状アルキルもしくはアリール
基である。ある実施形態では、本発明のカチオン性ポリマーは、ポリマーの重量で、少な
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くとも１０重量％、好ましくは少なくとも１５重量％、より好ましくは少なくとも２０重
量％、さらにより好ましくは少なくとも２５重量％の量で存在する（メタ）アクリルアミ
ドモノマーの重合単位を含む。ある実施形態では、本発明のカチオン性ポリマーは、ポリ
マーの重量で、６５重量％以下、好ましくは６２．５重量％以下、より好ましくは６０重
量％以下、さらにより好ましくは５５重量％以下の量で（メタ）アクリルアミドモノマー
を含む。
【００２８】
　本発明のカチオン性ポリマーは、任意で、アクリルモノマーの極性非イオン性誘導体の
重合単位を含む。適切なアクリルモノマーは、例えば、構造Ｈ２Ｃ＝Ｃ（Ｒ）ＣＯ２（Ｃ
Ｈ２ＣＨ２Ｏ）ｎ（ＣＨ（Ｒ’）ＣＨ２Ｏ）ｍＲ”のモノマーを含む、（メタ）アクリル
酸及びそれらのＣ１－Ｃ２２アルキルまたはヒドロキシアルキルエステル、クロトン酸、
イタコン酸、フマル酸、マレイン酸、無水マレイン酸、（メタ）アクリルアミド、（メタ
）アクリロニトリル、及びクロトン酸、イタコン酸、フマル酸、またはマレイン酸のアル
キルまたはヒドロキシアルキルエステルを含む。ある実施形態では、アクリルモノマーは
、（メタ）アクリル酸のアミノアルキルエステルを含み、それは、以下の一般構造を有し
、
【００２９】
【化６】

【００３０】
　式中、Ｒ１は、水素またはメチル基であり、Ｒ２は、二価アルキル基であり、Ｒ３及び
Ｒ４のそれぞれは独立して、水素、メチル基、またはエチル基である。ある実施形態では
、Ｒ１は、メチル基である。ある実施形態では、Ｒ２は、－ＣＨ２－ＣＨ２－または－Ｃ
Ｈ２－ＣＨ２－ＣＨ２－のいずれかである。ある実施形態では、Ｒ３及びＲ４は、両方と
もメチル基である。（メタ）アクリル酸のアミノアルキルエステルである適切なモノマー
は、例えば、２－（ジメチルアミノ）エチルアクリレート（ＤＭＡＥＡ）、２－（ジメチ
ルアミノ）エチルメタクリレート（ＤＭＡＥＭＡ）、及び３－ジメチルアミノプロピルア
クリレート（ＤＭＡＰＡ）を含む。ある実施形態では、本発明のカチオン性ポリマーは、
ポリマーの重量で、少なくとも２重量％、好ましくは少なくとも５重量％、より好ましく
は少なくとも７．５重量％、さらにより好ましくは少なくとも１０重量％の量でアクリル
モノマーの極性非イオン性誘導体の重合単位を含む。ある実施形態では、本発明のカチオ
ン性ポリマーは、ポリマーの重量で、３０重量％以下、好ましくは２７．５重量％以下、
より好ましくは２５重量％以下、さらにより好ましくは２０重量％以下の量でアクリルモ
ノマーの極性非イオン性誘導体の重合単位を含む。
【００３１】
　ある実施形態では、カチオン性ポリマーは任意でさらに、無極性Ｃ１－Ｃ２２アルキル
（メタ）アクリレートモノマーの重合単位を含む。適切な無極性モノマーは、例えば、メ
チル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）
アクリレート、ドデシル（メタ）アクリレート、及びステアリル（メタ）アクリレート）
を含む。ある実施形態では、本発明のカチオン性ポリマーは、ポリマーの重量で、少なく
とも０．０５重量％、好ましくは少なくとも０．１重量％、より好ましくは少なくとも０
．５重量％、さらにより好ましくは少なくとも１．０重量％の量で無極性モノマーの重合
単位を含む。ある実施形態では、本発明のカチオン性ポリマーは、ポリマーの重量で、１
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０重量％以下、好ましくは８．７５重量％以下、より好ましくは７．５重量％以下、さら
により好ましくは５．０重量％以下の量で無極性モノマーの重合単位を含む。
【００３２】
　ポリマー分子量は、例えば、サイズ排除クロマトグラフィーまたは固有粘度等の標準方
法によって測定されることができる。ある実施形態では、本発明のカチオン性ポリマーは
、２，０００，０００以下、好ましくは１，５００，０００以下、より好ましくは１，２
５０，０００以下、さらにより好ましくは１，０００，０００以下の重量平均分子量（Ｍ

ｗ）を有する。ある実施形態では、カチオン性ポリマーは、５０，０００以上、好ましく
は１００，０００以上、好ましくは１５０，０００以上、さらにより好ましくは２５０，
０００以上のＭｗを有する。
【００３３】
　本発明のカチオン性ポリマーは、例えば、溶液重合、塊状重合、不均一相重合（例えば
、乳化重合、懸濁重合、分散重合、及び逆相乳化重合を含む）、及びそれらの組み合わせ
を含む任意の重合方法によって作製されてもよい。独立して、本発明の両性ポリマーは、
例えば、フリーラジカル重合を含む、任意の種類の重合反応で作製されてもよい。溶液重
合が使用される場合、溶媒は、水性溶媒（すなわち、溶媒は、溶媒の重量に基づいて、重
量で７５％以上が水である）または有機溶媒（すなわち、水性ではない溶媒）であっても
よい。ある実施形態では、少なくとも１つの両性ポリマーが、溶液中でフリーラジカル溶
液重合によって作製される。そのような実施形態の中で、少なくとも１つのカチオン性ポ
リマーが、水性溶媒中でフリーラジカル溶液重合によって作製される。
【００３４】
　本発明のパーソナルケア組成物におけるカチオン性ポリマーの量は、組成物の総重量に
基づいて、０．０５重量％以上、好ましくは０．１重量％以上、より好ましくは０．１５
重量％以上であってもよい。非限定的な例として、本発明のパーソナルケア組成物におけ
るカチオン性ポリマーの量は、組成物の総重量に基づいて、１０重量％以下、好ましくは
５重量％以下、より好ましくは２．５重量％以下であってもよい。
【００３５】
　本発明のパーソナルケア組成物は、シリコーンを含有する。適切なシリコーンとしては
、例えば、室温で液体またはペースト状であるシリコーン油（例えば、直鎖または環状シ
リコーン鎖を含む揮発性または非揮発性ポリメチルシロキサン（ＰＤＭＳ））、例えばシ
クロペンタシロキサン及びシクロヘキサジメチルシロキサン等のシクロポリジメチルシロ
キサン（シクロメチコン）、ペンダント基であるか、またはシリコーン鎖の端部にあるア
ルキル、アルコキシ、またはフェニル基（これらの基は２～２４個の炭素原子を含む）を
含むポリジメチルシロキサン、フェニルシリコーン、例えば、フェニルトリメチコン、フ
ェニルジメチコン、フェニルトリメチルシロキシジフェニルシロキサン、ジフェニルジメ
チコン、ジフェニルメチルジフェニルトリシロキサン２－フェニルエチルトリメチルシロ
キシシリケート、及びポリメチルフェニルシロキサン、部分的炭化水素系及び／または部
分的シリコーン系フルオロ油等のフルオロ油、好ましくはジメチコン、シクロペンタシロ
キサン、シクロヘキサシロキサン、またはそれらの組み合わせが挙げられる。ある実施形
態では、シリコーンは、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ２－１４９１Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　Ｅｍｕ
ｌｓｉｏｎの商品名でＤｏｗ－Ｃｏｒｎｉｎｇから市販される、ジメチコン、ラウレス－
２３とＣ１２－１５パレス－３との混合体であり、また、超高分子量ポリジメチルシロキ
サンガムと中間分子量ポリジメチルシロキサン流体との混合体の６０％大粒度非イオン性
乳剤とされる。ある実施形態では、本発明のパーソナルケア組成物は、組成物の重量で、
０．１～５重量％、好ましくは０．７５～３重量％、より好ましくは１～２重量％の量で
シリコーンを含む。
【００３６】
　本発明のパーソナルケア組成物はまた、皮膚科学的に許容される担体を含んでもよい。
そのような材料は、典型的に、著しい刺激を皮膚に起こさず、組成物中の活性剤の活動及
び特性を無効にしない担体または希釈剤として特徴付けられる。本発明において有用な皮
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膚科学的に許容される担体の例は、無制限に、脱イオンまたは蒸留水などの水、水中油型
または油中水型乳剤などの乳剤、エタノール、イソプロパノール、または同様のもの等の
アルコール、アセトン、プロピレングリコール、グリセリン、または同様のもの等のグリ
コール、クリーム、水溶液、油、軟膏、ペースト、ジェル、ローション、ミルク、泡、懸
濁液、粉末、またはそれらの混合物である。いくつかの実施形態では、組成物は、組成物
の総重量に基づいて、皮膚科学的に許容される担体の重量で、約９９．９９～約５０％を
含有する。
【００３７】
　ある実施形態では、パーソナルケア組成物は、他の任意の成分を含有し、例えば、他の
皮膚軟化剤（例えば、炭化水素油、エステル、天然油、または脂肪酸）、界面活性剤、レ
オロジー調整剤、保湿剤、ワックス、感覚調整剤、防腐剤／酸化防止剤／キレート化剤、
還元剤、ｐＨ調整剤／緩衝剤／中和剤、日焼け止め活性剤、ビタミン、タンパク質／アミ
ノ酸、植物エキス、天然成分、生物活性剤、香料／香水、脱臭活性剤、皮膚剥脱活性剤、
局所用薬物活性剤、赤外線（ＩＲ）吸収材料、にきびの薬、発泡剤、浸透剤、発揮性物質
／推進剤／溶媒／担体、液体溶媒／溶媒／担体、塩、静電気防止剤、縮れ防止剤、髪のパ
ーマ／矯正剤、吸収剤、着色剤、及び硬質粒子を含む。そのような成分によって提供され
る所望の特性を得るために有効な任意の成分の量は、当業者によって容易に決定されるこ
とができる。
【００３８】
　上述の通り、本発明のパーソナルケア組成物は、滑らかな髪または保湿された皮膚を提
供するためのコンディショニング剤として非常に効果的である。それらは、パーソナルケ
アの適用に対して以前から知られている添加剤と同程度か、そうでなければそれ以上の程
度でコンディショニング特性を示し、髪または皮膚上での堆積後に、劣る滑らかさ／感触
をもたらすデメリットはない。その結果、本発明のパーソナルケア組成物は、髪または皮
膚の洗浄及びコンディショニングのために有用である。したがって、一態様では、本発明
は、パーソナルケア組成物が、本明細書に記載されるカチオン性ポリマー、及びシリコー
ンを含むシャンプー組成物を髪に適用することを含む、髪を洗浄しコンディショニングす
るための方法において使用されてもよいことを提供する。別の態様では、本発明は、パー
ソナルケア組成物が、本明細書に記載されるカチオン性ポリマー、及びシリコーンを含む
組成物を皮膚に適用することを含む、皮膚を洗浄しコンディショニングするための方法に
おいて使用されてもよいことを提供する。
【００３９】
　本発明の方法を実践する際、ヘアケア組成物は、一般的に、組成物で髪または皮膚をこ
するか、またはマッサージし、その後水で洗い流すこと等による従来の方法で、組成物を
髪または皮膚に適用することによって局部的に投与される。当業者であれば、組成物が適
用されるべき頻度を容易に決定することができる。頻度は、例えば、個人が既定の日に直
面している汚れの量に左右され得る。非限定的な例として、少なくとも１日につき一度の
頻度の投与が所望であり得る。
【００４０】
　本発明のいくつかの実施形態は、ここで、以下の実施例において詳述される。
【実施例】
【００４１】
　実施例１
　例示的なカチオン性ポリマーの調製
　本発明による例示的なカチオン性ポリマーは、表１に列挙される構成成分を含有する。
【００４２】
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【００４３】
　本発明のカチオン性ポリマーを、Ｆｒｅｅｓｌａｔｅによって製造される半連続平行圧
反応器（ＳｃＰＰＲ）を使用してハイスループットモードで調製した。例示的なカチオン
性ポリマーＰ１の合成において、ＡＰＴＡＣ（０．９０ｇ）、ＡＡｍ（０．３０ｇ）、及
びＤＭＡ（０．６０ｇ）の水溶液を使用し、モノマーの総量に対して０．１５重量％の量
で開始剤としてｔ－ブチルヒドロペルオキシド（ｔ－ＢｕＯＯＨ）及びホルムアルデヒド
スルホキシル酸ナトリウム（ＳＦＳ）を使用した。反応混合物の総量（水を含む）は、６
．０ｍＬであり、したがって、混合物は、３０％（重量／ｖ）の固体を含有した。ポリマ
ーＰ１中の残留モノマーの量をＨＰＬＣによって決定した。カラムＬｕｎａ　Ｃ１８　４
．６×１５０ｍｍ、３μｍ、及びガードカラムＬｕｎａ　Ｃ１８　３×４ｍｍを使用した
。０．０８％トリフルオロ酢酸（ＴＦＡ）を含有する水及びアセトニトリルを移動相とし
て、以下の勾配と共に使用した。（ａ）時間：０‐１５分；アセトニトリル：０‐２５％
；（ｂ）時間：１５‐２１分；アセトニトリル：２５％；（ｃ）時間：２１‐２５分；ア
セトニトリル：２５‐０％。１．０ｍＬ／分の一定流速を、全行程で使用した。１９５ｎ
ｍ、２０５ｎｍ、または２１５ｎｍに設定されたＵＶ検出器を使用した。この方法は、す
べての３つのモノマーの変換が定量的であることを示した。ポリマーの分子量を、ゲル浸
透クロマトグラフィー（ＧＰＣ）を使用して決定した。以下のパラメータを使用した。カ
ラム：ＴＳＫｇｅｌ　ＡｌｐｈａＭ（７．８ｍｍ×３０ｃｍ、１３μ）；移動相：水中で
０．５Ｍ　ＣＨ３ＣＯＯＨ＋０．１Ｍ　ＮａＮＯ３；流速：０．５５ｍＬ／分；温度：２
５℃；検出器：ＲＩ；サンプル濃度：移動相において１ｍｇ／ｍＬ；キャリブレーション
：ポリ（エチレンオキシド）（ＰＥＯ）標準。ポリマーＰ１のＭｗは、６６９，１７３と
決定され、７，５５２ｃｐｓの粘度を有した（水中で２．０重量％のポリマー溶液）。
【００４４】
　実施例２
　例示及び比較のヘアケア組成物の調製
　例示（本発明のサンプルＥ１）及び比較の（比較のサンプルＣ１及びＣ２）ヘアケア組
成物は、表２に列挙される構成成分を含有する。
【００４５】
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【表２】

【００４６】
　各ポリマー（すなわち、本発明のＰ１、ＪＡグアーＣ－１３Ｓ、及びＵＣＡＲＥポリマ
ーＪ３０Ｍ）の水溶液を調製し、１００ｇの総量を維持した。ポリマーを約３０分間、室
温で、続いて、約３０分間、６５℃で水和させた。ラウレス硫酸ナトリウム及びココアン
ホジ酢酸二ナトリウムを、撹拌棒を有するガラス瓶へ添加した。混合物を、界面活性剤溶
液が形成されるまで、約５００ｒｐｍでオーバーヘッド攪拌機で混合すると同時に７４℃
までゆっくりと加熱した。ＥＧＤＳを、その後、約５００ｒｐｍで撹拌しながら７４℃の
温度を維持すると同時に添加した。１５分後、混合物を、冷水槽を介して３５℃にゆっく
りと冷却した。Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ１６６４乳剤を、７５０ｒｐｍで混合すると同時
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に混合物にゆっくりと添加し、混合をさらに１５分間維持した。各ポリマー（例えば、す
なわち、本発明のＰ１、ＪＡグアーＣ－１３Ｓ、及びＵＣＡＲＥポリマーＪ３０Ｍ）を、
その後、０．２５重量％までポリマー溶液に添加し、さらに３０分間撹拌した。クエン酸
（１０重量％）を、その後、混合物に添加し、さらに１０分間撹拌した。Ｇｌｙｄａｎｔ
及び水を、その後、添加し、混合物を５００ｒｐｍで約１５分間撹拌した。
【００４７】
　実施例３
　シリコーン堆積評価
　上記の実施例１及び２（Ｅ１、Ｃ１、及びＣ２）において調製された通りの製剤を、髪
への適用後のシリコーン堆積について評価した。各評価に関して、５ｇの未使用のヨーロ
ッパ人の茶髪を編んだ一房を０．５ｇのサンプル製剤で洗浄し、一定温度でリンスした。
髪を、メチルブチルケトン及びトルエンの１：１の混合物で抽出した。原子吸光分光学を
使用して、各編んだ一房の髪の残留シリコーン含有量を測定し、シリコーン（μｇ単位）
／髪の質量（ｇ単位）の量として報告した。図１に示される通り、本発明のカチオン性ポ
リマー（Ｅ１）を含有する製剤で処理した編んだ一房の髪は、シリコーン堆積が、カチオ
ングアーと比較して、５９７～５，０００に増加したことを証明している。これらの結果
から、本発明のポリマーを含有する本発明のヘアケア組成物が、髪に適用される場合、優
れたシリコーン堆積能力を提供することが証明される。

【図１】
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